
平成２８年度岡山県高等学校総合体育大会（軟式野球の部）備中地区予選 

  2016年 5 月 4日      ＶＳ  高梁城南高校      @玉島の森公園野球場 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

城 南  0 1 0 0 0 0 0 0  0 1 

矢 掛 0 1 1 0 0 0 1 1 × 4 

  矢：三澤魁太 ― 林 

 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の三澤魁太（真備中）。 

1回表、高梁城南高校の攻撃。三澤魁太の上々の立ち上がりにより、三者凡退に抑える。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。相手の投手の好投により三者凡退。 

2回表、高梁城南高校の攻撃。一死から右前打を放たれ、失策で無死二塁。次打者を飛球とし、二死二塁。ここ

で左前打を放たれ、二塁走者は一気に本塁を狙う。この走者の生還を許し、昨日に続きミスから先制

点を許す。なおも二死二塁から四球を与え、二死一・二塁。ここは後続を断ち追加点は与えない。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。一死から、多賀圭吾（矢掛中）が内野安打を放ち、悪送球により二塁まで進む。この

チャンスに多賀尚（矢掛中）が中前打を放ち、同点に追いつく。ここで多賀尚は盗塁を決め一死二塁

となる。続く福尾（井原中）の打球は失策で出塁し、盗塁を決め一死二、三塁と勝ち越しのチャンス

を作る。しかし、三振で勝ち越しならず。矢掛高校はこの回１点を奪い同点でイニングを終える。 

3回表、高梁城南高校の攻撃。先頭に中前打を放たれ盗塁を決められるも、後続を抑え、無失点。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。二死から竹井（美星中）が中前打を放つ。この打球が外野を転々とする間に俊足を活

かし、一気に本塁生還する。この回１点を追加し、優位に立つ。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。二死から多賀尚が中前打を放ち盗塁を決める。続く福尾は四球で出塁。ここで重盗を

決め二死二・三塁とするも、後続が途切れ、この回無得点。 

5回表、高梁城南高校の攻撃。二死から失策で出塁許すも、盗塁を刺し、無失点に抑える。 

6回表、高梁城南高校の攻撃。二死から四球で出塁を許すも、無失点に守る。 

7回表、高梁城南高校の攻撃。二死から中前打を放たれるも、相手の後続が続かず、この回を抑える。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の多賀尚が四球で出塁し、捕逸で二塁へ。続く福尾の進塁打で一死三塁となる。

ここで三澤魁太の内野ゴロにより１点を追加。続く、片岡（矢掛中）は四球で出塁し、林（真備東

中）の左前打により二死一、二塁となるも、１本が出ず。 

8回裏、矢掛高校の攻撃。ここで相手投手が交代。先頭の山木（美星中）が中前打を放ち出塁。続く三澤大地

（真備東中）の内野ゴロで走者が入れ替わり、一死一塁。ここで盗塁と牽制悪送球で一死三塁。三振

で二死となるが、この日絶好調の多賀尚が、この日猛打賞となる中前打を放ち、１点を追加する。 

9回表、高梁城南高校の攻撃。最終回、三澤魁太が踏ん張り三者凡退で抑え、１１５球の完投で試合終了。 

 

矢掛高校は４‐１で高梁城南高校に勝利した。この試合では風が強く、対応するのが大変だったと思う。

チャンスの場面で効果的な攻めが見られたが、今後の課題は、チャンスにつながる安打を増やすことだ

と思う。７日の試合も引き続きがんばってほしい。            （文責：馬越 夢亜） 

新チームの戦績11 勝10 敗2 分け 


